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令和４年度 第２回 鹿児島市子ども・子育て会議教育・保育部会 

 

【開催日時】 

令和５年１月３１日（金） １０：３０～１２：００ 

 

【開催場所】 

鹿児島市役所別館３階３００会議室 

 

【出席者】 

○部員 ６名 

平嶋部会長、青木部員、富永部員、 

鬼塚部員、西蔭部員、横山部員 

 

○鹿児島市 

山之内保育幼稚園課長 ほか事務局職員 

 

【会次第】 

１ 開会 

２ 議事 

（１）幼保連携型認定こども園の設置認可について 

（２）特定教育・保育施設の確認に係る利用定員の設定について 

３ その他 

４ 閉会 
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【審議の概要】 

（１）幼保連携型認定こども園の設置認可について 

（事務局）  [資料説明] 資料１～３ 

（部 員）   認可基準に全て適合とあるので、私としては認可してよいと考える。参考まで

に伺うが、認可基準に一つでも適合しない項目があった場合は認可しないという

考え方なのか、それとも適合しない項目を改善して、認可を目指す考え方か。 

（事務局）   施設の募集・審査を行う際に申請内容に不備がある場合は申請の修正を、設備

に不備がある場合は基準を満たすように施設の改修・整備の指導・助言をし、申

請者にもそれに応えてもらっている。最終的にどうしても認可基準に適合しない

場合は、鹿児島市としては認可が出来ないということになる。 

（部 員）   資料１で、「全体で３施設を選定し、そのうち２施設が幼保連携型認定こども園

に移行する」とあるが、残りの１施設はどのようなったのか？ 

（事務局）   選定された３施設のうち、２施設は定員増を伴う幼保連携型認定こども園への

移行だが、残りの１施設は、幼保連携型認定こども園への移行を伴わない、純粋

な定員増のみで選定された認可保育所である。なお、この施設は諸事情により申

請を取り下げている。 

 

（２）特定教育・保育施設の確認に係る利用定員の設定について 

（事務局）  [資料説明] 資料４ 

（部 員）   子ども・子育て支援事業計画の中間見直しによって待機児童を解消したいとい

う思いがあり、今回、一定の定員増になっているのが、他の施策も講じていると

思うので、待機児童対策の全体的な内容について教えていただきたい。 

（事務局）   令和６年４月１日の待機児童解消に向け、利用定員増、保育士確保、利用調整

の３つの柱となる取組を行っている。利用調整については、年齢別利用調整を開

始した。保育士確保については、保育士・保育所支援センターの移転や潜在・県

外保育士就職奨励金の給付を行っている。定員増については、利用定員増に係る

備品購入や改修に要する経費の補助の新設や、新年度からは小規模保育事業Ａ型

の導入も検討している。 

（部 員）   利用定員が３という区分があるが、例えば４月に入ってもその区分がゼロで定

員に満たっていなかった場合、基準に適合しないということで認可できないとい

うことはあるか。 

（事務局）   ゼロというのは頻繁には起こらないが、保育園の場合では例えば０歳と１歳を

合同で見るなどの対応をすることはある。施設によっては保留の児童がいる場合、保

育士の配置ができればクラスを増やすこともある。 

（部会長）   全体的な園児数が超えている場合は別だが、個別の年齢区分がゼロだったから

定員を満たさないということで認可しないということはない、ということである。 

（部 員）   川上福祉会から鹿児島福祉会へ事業譲渡されるとのことだが、川上福祉会と鹿

児島福祉会は代表者が同じだと思うが、問題はないか。 

（事務局）   川上福祉会及び鹿児島福祉会については、各法人の理事長が異なることを確認

している。 


